
第１ ０ １ 回 相模湖地区ま ちづく り 会議 全体会 結果 

 

■ 日   時  令和８ 年２ 月１ ９ 日（ 木）・ １ ９ 時開会 

■ 場   所  相模湖総合事務所 ３ 階 大会議室 

■ 出席委員数  ２ ０ 名出席（ ３ 名欠席）  

■ 傍 聴 者  ０ 名 

 

１   開会 

 

２   代表あいさ つ 

 

３  各部会から の報告について 

（ １ ） 産業・ 観光専門部会 

吉良部会長から 、 １ 月 2 5 日に開催し た第２ 回相模湖の歴史物語セミ ナーにつ

いて報告を 行っ た。 参加者が 4 ９ 名。 アンケート では参加者中 6 割の方が満足

し たと の回答を 頂いた。  

 

（ ２ ） 子ど も ・ 若も の専門部会 

・ 子ど も ・ 若も の専門部会 

川村部会長から 、「 放課後の子ど も たちの居場所について」 をテーマと し た勉強

会を 開催する こ と について報告を 行っ た。  

  担当課である 放課後児童対策課、 こ ど も 施設課、 こ ど も ・ 若者応援課の担当者

を呼んで対話する こ と と なっ た。  

 

４  報告事項 

（ １ ） 第９ 期相模湖地区ま ちづく り 会議委員について 

ア 委員を推薦する 団体について 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明。  

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）  

◇相模原市消防団相模湖方面隊を加えてほし い。  

◆それについては、 会則に沿っ て次回の役員会にて協議さ せていただく 。  

 ただし 、 令和 4 年５ 月末ま で参加し ていて、 一度ま ちづく り 会議から 抜けた経

過があったこ と はこ の場にて説明さ せていただく 。  

 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明。  

 

５  協議事項 

（ １ ） 令和８ 年度地域活性化事業交付金の申請に係る 意見について 

○継続事業４ 件については事務局から 事業の目的、 内容等について説明、 委員が

質問、 協議し 、 里山未来デザイ ン プロ ジェ ク ト ＠石老山以外は承認さ れた。 里

山未来デザイ ン プロ ジェ ク ト ＠石老山については指摘事項を 修正後、 代表、 副



代表が確認し 、 承認を 行う こ と と なった。  

 

＊意見等特になし 。  

 

＊意見等特になし 。  

 

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）  

◇昨年度「 交付金がなく なっ た後も 活動を 継続する ために自前の資金も 用意すべ

き と 考える 。」 と 指摘し ていたがある 程度は自分たちで用意し ても ら う べき だと

考える 。  

◆こ ちら について団体にお伝えし ま す。 こ ちら について代表、 副代表に納得でき

る 回答がいただけたら 承認する と いう こ と でよ ろし いですか。  

◇それでかま わない。  

 

＊意見等特になし 。  

 

（ ２ ） 令和８ 年度地区ま ちづく り を 考える 懇談会について 

○事務局から 標記の件について添付資料のと おり 説明し 、（ 案） のと おり 承認さ れ

た。  

   

６  その他 

 ○山口委員から 標記の件について添付資料のと おり 説明し た。  

＊各委員から の主な意見・ 質問（ ◇主な意見・ 質問等、 ◆回答等）   

◇あま り 、 そちら の活動が地域に浸透し ていない実感がある 。  

◆こ ちら も 地域に浸透し ていない実感はある ので、 こ れから も 浸透し ていく よ う

に努力し ていく 。  

◇アンケート の回収数が少ないのでは。  

◆地域への回覧等も 行い、 紙の回収、 データ での回答ど ちら も でき る よ う にし て

いたが、 振る わない結果と なってし ま っ た。  

 交付年数 事 業 名 交 付 団 体 名 

１  ３ 年目 
小原地区元気いっぱい花いっぱい環境整

備事業 
小原草木会 

 交付年数 事 業 名 交 付 団 体 名 

２  ２ 年目 阿津さ く ら 保全・ 活性化事業 阿津さ く ら 自然を守る 会 

 交付年数 事 業 名 交 付 団 体 名 

３  ２ 年 里山未来デザイ ンプロ ジェ ク ト ＠石老山 自然バカの会 

 交付年数 事 業 名 交 付 団 体 名 

４  ３ 年目 『 小原の奴』 継承事業人材育成事業 甲州街道小原宿本陣奴会 



・ 竹内委員から 次年度以降の方針について話す機会が欲し いと 要望があった。 ４ 月

のま ちづく り 会議にて扱う こ と と なった。  

 

７  閉会  

 

以  上 

 

 





分野等 選出上限 現在人数 所属団体 氏名

相模湖地区自治会連合会 森久保　高弘

相模湖地区自治会連合会 岸　義之

相模湖地区民生委員児童委員協議会 原田　勲

相模湖地区社会福祉協議会 岩間　肇

相模湖地域包括支援センター 和田　理江

相模湖商工会 山口　進司

相模湖商工会　女性部 淵上　美紀子

一般社団法人 相模湖観光協会 佐藤　和仁

与瀬商栄会 岸野　和広

相模湖地区公民館運営協議会 鈴木　克枝

相模湖地区小学校Ｐ Ｔ Ａ 「桂北小学校」 加藤　千晶

相模湖地区小学校Ｐ Ｔ Ａ 「千木良小学校」 榎本　知代

相模湖地区小学校Ｐ Ｔ Ａ 「内郷小学校」 能村　俊貴

相模湖地区小学校Ｐ Ｔ Ａ 「北相中学校」 山本　信宏

相模湖地区小学校Ｐ Ｔ Ａ 「内郷中学校」 川上　はぎ乃

安全・安心

関係団体
2 1 緑区安全・安心まちづくり協議会相模湖支部 小川　達雄

さがみ湖コンシェルジュ 吉良　奈美乃

サンタクロースプロジェクト 河津　 暁

公募委員 川村　千穂子

公募委員 植田　聡子

公募委員 小瀧　俊

公募委員 竹内　僚

公募委員 松本　瑞木

１ ． 会則について

 相模湖地区ま ちづく り 会議会則第４ 条別表にて各分野の団体推薦委員と 公募委員の選出人数の上

 限を定めている 。

「 委員を推薦する 団体は、 その都度、 役員会に諮って定める も のと する 」

２ ． 委員推薦団体の変更について

 委員を推薦する 団体を追加すべき ではと 提案があった。

 ま た、 その他にも 地域活性化事業交付金活動団体の追加等の再編を検討し たい。

３ ． 役員会にて

 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会から １ 名の推薦を依頼。

 ま た、 過去に地域活性化事業交付金を交付していた団体に声をかけて、 ま ちづく り 会議への参加の意向を確

認する 。
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　 ア　 委員を 推薦する 団体について 
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（ 1 ） 第９ 期相模湖ま ちづく り 会議について

4

教育・スポーツ

・文化関係団体
6

自治会関係

保健・福祉

関係団体

産業・経済

関係団体

3

4



事業等の名称 新規・ 継続

団体名 会員数 7 名

全体金額
（ 単位： 円）

申請金額
( 単位： 円）

過年度の実績と
事業によ る 効果

事業実施の背景
や

地域の現状と 課
題

要綱別表該当
対象事業

優先的な対象事
業

事業の目的

事業内容及び
事業ス ケジュ ー

ル

次年度以降の
事業計画及び

事業展望

費　 目 説　 明 費　 目 金　 額

市交付金 伐採費 390, 000円

自己資金 木材処分費 20, 000円

飲食費 10, 000円

素材費 100, 000円

合　 計 合　 計 520, 000

・ 小原ふれあい広場の法面整備
　 業者に委託し 、 小原ふれあい広場の法面の整備を行った。
・ 小原ふれあい広場の花植えによ る 景観整備
　 小原地域の有志を募って、 小原ふれあい広場の景観整備のための花植えを行っ
た。

ボラ ン ティ アへのお
茶代

地区

相模湖

小原地区元気いっぱい花いっぱい環境整備事業

産業や観光の振興に関する 事業（ 要綱第２ 条第１ 項別表第１ －４ 該当）

令和８年度 地域活性化事業交付金

・ 孫山登山道の整備（ 小原～孫山頂上～明王峠への分岐）
　 こ の整備を 通じ て、 高尾～陣馬の登山客を誘致でき る 土壌を 形成し ていく 。
（ １ ） 雑木の伐採
（ ２ ） 登山道階段の修復
（ ３ ） 頂上へベンチの設置
（ ４ ） 高木の伐採を行う
（ ５ ） 小原の郷リ ニュ ーアル記念のト レ イ ルラ ンニング大会の開催

継続３年目

小原草木会

各地に甚大な被害をも たら し た令和元年東日本台風によ り 地域の心の拠り 所・ 憩いの場であ
る 小原地区の八幡神社の階段が全面的に崩落し 、 地域住民にと っては暗い影を落と し たが、
令和６ 年１ １ 月に地域一丸の努力によ り 階段修復工事が完了し た。 こ の復興を契機に相模湖
と 小仏・ 城山や高尾山を繋ぐ ハイ キングゴース であり 、 小原本陣を核と し た小原宿の魅力を
最大限に引き 出すべく 小原地区周辺の環境整備を望む声が地域で高ま っている 。

520, 000

支　 出　 の　 部

登山道階段費用

説　 明

450, 000

520, 000

上記の状況から 地域自治会総意のも と 地域の有志を 募って「 小原草木会」 を 立ち上げ、 小原
に訪れる ハイ カーや観光客へよ り 魅力的になる よ う 地域の整備を行い、 小原地域が活性化す
る こ と を目的と する も のである 。
ま た、 現在小原で進めている 、 中山間地域振興モデル地区の取組と 併せた、 魅力の創出・ 発
信を行っていき たい。

公共的な活動への参加者増加 （ 要綱第２ 条第２ 項第３ 号該当）

収　 入　 の　 部

450, 000

70, 000

金　 額

登山道の雑木伐採の
重機

雑木処分費

　 小原地区は、 小原宿本陣を 中心と し た観光（ 地域） 資源の豊富な地区である 。 一方、 少子
高齢化が顕著であり 、 津久井地域（ 津久井、 相模湖、 藤野） の重要課題である 中山間地域対
策を進めて行く う えでも 、 魅力ある 街づく り 、 住んでみたい街づく り 等が欠かせない地域で
ある 。 そこ で、 小原自治会総意のも と 、 地域の魅力向上の一歩と し て地区内に住む協力可能
なメ ンバーを 中心に小原草木会を 立ち上げ、 先ずは、 小原ふれあい広場周辺の環境整備を進
める 計画と し ま し た。 今後は、 こ れを皮切り に地域の関係団体など と も 連携を図り ながら 、
地域の担い手の育成に重点を 置いて、 小原地区の他の場所においても 魅力向上アッ プに繋が
る 環境整備を 順次進めて行き たいと 考えている 。



事業等の名称 新規・ 継続

団体名 会員数 9 名

全体金額
（ 単位： 円）

申請金額
( 単位： 円）

過年度の実績と
事業によ る 効果

事業実施の背景
や

地域の現状と 課
題

要綱別表該当
対象事業

優先的な対象事
業

事業の目的

事業内容及び
事業ス ケジュ ー

ル

次年度以降の
事業計画及び

事業展望

費　 目 説　 明 費　 目 金　 額

市交付金 事業費 150, 000

自己資金 事務費 50, 000

備品購入費 150, 000

合　 計 合　 計 350, 000

令和８年度 地域活性化事業交付金

阿津さ く ら 保全・ 活性化事業 継続２年目

阿津さ く ら 自然を守る 会

地区

相模湖

350, 000 300, 000

・ 阿津の桜の保全活動。
・ 過去に植林し た河津桜など を活用し た地域イ ベント でのPRや、 地域の魅力を発信
する ためのプロ モーショ ン活動

　 人口減少や高齢化、 若年層の流出など の社会的な要因が影響し ている こ と も あり ま すが、
こ れに伴い地域における コ ミ ュ ニティ の結束力の低下も 懸念さ れていま す。 住民同士の交流
が減少し ている こ と で、 地域の活性化が阻ま れ、 地域資源が有効活用さ れていない現状があ
り ま す。 こ のよ う な状況を打破する ためには、 諸先輩方が植林し た桜など の地域の自然特性
を活かし た、 皆が参加でき る 取り 組みを 推進する こ と が必要と 考えま す

産業や観光の振興に関する 事業（ 要綱第２ 条第１ 項別表第１ －４ 該当）

地域における 公共的な活動の担い手育成 （ 要綱第２ 条第２ 項第２ 号該当）

　 阿津地区の地域振興のために、 過去に植林し た河津桜など を 活用し た地域イ ベント でのPR
や、 地域の魅力を 発信する ためのプロ モーショ ン活動を行い、 地域の活性化を目指す。

・ 阿津地区の地域振興のために、 「 さ く ら ま つり 」 に併せて過去に植林し た河津桜のPRを
行っていく 。 花見シーズンを 盛り 上げていく ために遊歩道の飾り つけを行っ ていく （ のぼ
り ・ 提灯の準備、 et c） 。
・ ポス タ ー等によ る 広報活動。
・ 桜の木のメ ンテや周辺整備。

 2026. 4月～阿津さ く ら ま つり 用の提灯見積・ 発注
　 　 　 　 　 　   ワ ンタ ッ チテント の見積・ 発注

 2027. 2月阿津さ く ら ま つり 用ポス タ ー掲示
 2027. 3月上阿津さ く ら ま つり 　 諸準備
 2027. 3月中阿津さ く ら ま つり でのPR

・ 定期的な継続し た桜周辺の整備実施（ 桜の剪定等）
・ 桜の樹木診断
・ 桜苗の増殖

収　 入　 の　 部 支　 出　 の　 部

ワ ン タ ッ チテン ト

金　 額 説　 明

300, 000 提灯、 その他

50, 000
ポス タ ー作成、 文
具、 その他

350, 000



事業等の名称 新規・ 継続

団体名 会員数 6 名

全体金額
（ 単位： 円）

申請金額
( 単位： 円）

過年度の実績と
事業によ る 効果

事業実施の背景
や

地域の現状と 課
題

要綱別表該当
対象事業

優先的な対象事
業

事業の目的

事業内容及び
事業ス ケジュ ー

ル

令和８年度 地域活性化事業交付金

里山未来デザイ ンプロ ジェ ク ト ＠石老山 継続２年目

自然バカの会

地区

相模湖

250, 000 250, 000

・ 毎月、 関口地区の里山など で自然体験等の活動を 行い、 多く の人の相模湖の自然と 魅力に
触れる 機会を 提供し てき た。
・ 人の手が入ら なく なって荒れた里山の再生活動を 行っている 。

　 昨今、 日本や世界各地で気候変動や環境破壊・ 汚染が深刻な問題と なっ ている が、 こ こ 相
模湖地区でも 台風19号によ る 甚大な土砂災害、 ま た、 獣害やヤマビルによ る 被害の多発、 森
林への不法投棄の多発など の問題は明ら かと なっている 。 森や自然に関わる 人がいなく な
り 、 現在、 相模湖地区に限ら ず、 相模原市全域の『 里山』 は崩壊し つつある 。 森が放置さ れ
たこ と で森の保水力が低下し 、 土砂災害の危険性が増大し ている 。 他にも 、 戦後に杉など の
針葉樹が大量に植えら れ、 広葉樹が減少し たこ と も 影響し 、 シカやイ ノ シシ、 ク マがエサを
求めに住宅地ま で下り 、 獣害が増大し ている 。
　 本会は、 こ れら 諸々の問題は、 公共的な活動の担い手不足や参加への意欲の低下など 相模
湖地区のま ちづく り に関わる あら ゆる 課題にも 影響が及んでいく と 考え、 今回のプロ ジェ ク
ト を企画する に至った。

環境の保護･保全に関する 事業（ 要綱第２ 条第１ 項別表第１ －５ 該当）

地域の公共的な活動団体間の連携強化 （ 要綱第２ 条第２ 項第４ 号該当）

　 自然環境の再生や「 里山再生」 が必要と 考える 。 そのためには、 経験豊富な高齢者から 緑
地の管理や手仕事について学び・ 教わり ながら 共同作業で行っ ていき 、 「 人と 人」 「 人と 自
然」 「 世代と 世代」 を繋ぐ 里山を 復活さ せる こ と を 目的と する 。 こ の『 里山再生』 活動の
フ ィ ールド と し て、 相模湖地区の地主と 住民の共同財産である 「 石老山」 を 活用する 。
こ の活動を通じ て以下の４ つを目的と する
　 １ 、 里山の再生を行う 。
　 ２ 、 『 情緒』 『 音楽的・ 身体的コ ミ ュ ニケーショ ン力』 を磨く 。
　 ３ 、 若者たちが社会へ『 自信』 をも っ て飛び出し ていく 力を 育む。
　 ４ 、 自然『 循環』 を次世代へと 繋ぐ こ と 。
　 こ れら の目的を 達成する ために「 石老山」 は重要で貴重なフ ィ ールド である 。 「 若者たち
一人一人が自律し て道を切り 開く 力を育む」 こ と ができ る 、 そんな若者を 応援する 温かなま
ちづく り を目指し て、 『 里山未来可能性デザイ ンプロ ジェ ク ト ＠石老山』 を 行う こ と と す
る 。

・ 毎月、 関口地区の里山・ 畑等で自然体験等の活動を 行い、 多く の人が自然と 魅力に触れる
機会を 提供し ていく 。

 通年～　 自然農の作業
４ 月～９ 月　 里山に東屋の建築を 行う 。
４ 月　 蔵の前での琴の演奏、 畑に春・ 夏野菜の種ま き
５ 月　 野菜の種ま き
５ 月～６ 月　 堆肥場づく り 、
５ 月～８ 月　 畑の草刈り 、 野菜の世話
９ 月　 東屋建前と お披露目会、 畑で秋・ 冬野菜の種ま き

 １ ０ 月郷土料理のイ ベント 、 畑の冬野菜の種ま き
 １ １ 月～２ 月森づく り ( 除伐・ 間伐、 植林) 森の手入れを学び、 実践する 。 果樹や広葉樹を植

え、 育てる 。
 １ ２ 月冬野菜の収穫

１ 月　 　 冬野菜の収穫、 土づく り
２ 月　 　 土づく り 、 畝づく り 、 種イ モの植え付け

 ３ 月森づく り ( 木を生かす木工教室) 　 春野菜の種ま き 、 種イ モの植え付け



次年度以降の
事業計画及び

事業展望

費　 目 説　 明 費　 目 金　 額

市交付金 消耗品費 200, 000

食糧費 7, 000

報償費 40, 000

保険料 3, 000

合　 計 合　 計 250, 000

　 次年度以降は、 地元の理解を得ながら 、 石老山の里山づく り の活動や、 畑作体験イ ベント
を推進し ていく 。
　 将来的には、 活動を進める 中で会員を 増やし 、 会費や、 会の活動で生産し た農作物を利用
し た製品を販売する 等で自立し た活動を 目指し ていく 。

収　 入　 の　 部 支　 出　 の　 部

金　 額 説　 明

250, 000

石老山の森林や畑の
管理道具、 燃料代
その他、 自然体験活
動の道具等

イ ベン ト ・ 祭り 等の
食糧費
講師・ 参加者のお
茶、 材料代など

250, 000

石老山の森林や畑の
管理、 自然観察会な
ど の講師の報償費

イ ベン ト 、 お祭り 等
の保険料



事業等の名称 新規・ 継続

団体名 会員数 19 名

全体金額
（ 単位： 円）

申請金額
( 単位： 円）

過年度の実績と
事業によ る 効果

事業実施の背景
や

地域の現状と 課
題

要綱別表該当
対象事業

優先的な対象事
業

事業の目的

事業内容及び
事業ス ケジュ ー

ル

次年度以降の
事業計画及び

事業展望

費　 目 説　 明 費　 目 金　 額

市交付金 事業費 550, 000

自己資金 事業費 100, 000

合　 計 合　 計 650, 000

地区

相模湖
令和８年度 地域活性化事業交付金

『 小原の奴』 継承人材育成事業 継続３年目

甲州街道小原宿本陣奴会

650, 000 500, 000

地域の若者をはじ めと する 市内外に活動の紹介ができ 、 新たに入会し た会員がいる

甲州街道小原宿本陣祭は、 県内に唯一現存する 小原宿本陣を活用し 、 江戸時代の歴史文化を
後世に伝える と と も に、 地域の活性化を 図る ため、 地域住民が団結し 創り 上げた相模湖地域
における 一大イ ベント であり 、 本年で第３ ０ 回を迎える 歴史ある 催し です。
し かし ながら 、 本陣祭（ 奴会） も 他地区と 同様に人口減少、 高齢化によ り 運営等の在り 方が
課題と なっており 、 青年層を 中心と し た大名行列の「 奴（ やっ こ ） 」 の担い手を地域から 輩
出し ていま し たが、 後継者の不足が顕著になってき たと 感じ ていま す。

地域の文化･伝統の振興に関する 事業（ 要綱第２ 条第１ 項別表第１ －７ 該当）

地域における 公共的な活動の担い手育成 （ 要綱第２ 条第２ 項第２ 号該当）

◆『 小原の奴（ の舞） 』 の継承活動を通し て、 地域の活性化を 促し 、 新たな担い手を 輩出す
る 。
◆地域教育機関と 連携し 、 『 小原の奴（ の舞） 』 を 次世代に継承する 。
◆小原・ 相模湖地区の魅力を 内外部へ発信する ため、 地域での街頭演舞や他地区へのイ ベン
ト 出演を行う 。
◆他団体のコ ラ ボレ ーショ ンによ り 交流を実現し 、 相互地域の活性化を目指す。

各種イ ベント での活動の紹介やク ラ ウ ド フ ァ ンディ ングにおいてアピ ールを 行う と と も に、
今回で３ ０ 回目と なる 本陣祭大名行列に、 箱根町大名行列の礎と なった松田町大名行列の奴
を招待し 、 ２ 組の迫力ある 奴の共演を披露し 、 事業の素晴ら し さ を内外発信し 、 趣旨に　 賛
同し 参画し ていただける 方を 発掘する 。

 ４ 月　 桜ま つり 市民パレ ード
５ 月　 市役所ロ ビ ーでの活動展示
９ 月　 本陣祭啓発登山（ 高尾山）
　 　 　 ダム祭（ 本陣祭告知、 活動紹介）

 10月　 出前授業（ 北相中学校）
 11月　 甲州街道小原宿本陣祭（ 奴演舞等）

 　 　 　 八王子いちょ う 祭り （ 演舞等）

　 昨年の本陣祭における 来場者へのアンケート の結果から 、 大名行列の演舞を楽し みに来場
し た方が多いこ と から 、 本陣祭及び本地域の魅力を 促すため、 令和９ 年はGREENN×EXPOに参
加し 、 演舞の披露や茶道の体験など を通じ て情報発信を展開する と と も に、 令和１ ０ 年には
出前授業等を 充実さ せ、 新会員増加にむけ衣装や備品の充実を 図る 。

収　 入　 の　 部 支　 出　 の　 部

金　 額 説　 明

650, 000

500, 000 松田町と のコ ラ ボ

150, 000 各種イ ベン ト 等



 

 







日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土

●土日祝日を希望する場合、昼間の実施にご協力ください。（赤字は祝日を示しています。)
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相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会

2026年2月

「 相模湖芸術・ 文化のまちづく り 」 に向けた取組み

～市民の皆さ んから のご意見～～市民の皆さ んから のご意見～



「 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 」 と は

日本バレ エ発祥の地、 神奈川県。
その北部、 みど り 溢れる 小仏山地と 丹沢山地に挟ま れた湖、 相模湖。
湖の畔にたたずむバレ エ衣装レ ンタ ル国内シェ アNo.1の地元企業。
こ う し た歴史や自然環境、 地域資源と 芸術・ 文化を 愛する 地域のひと びと の情熱が結び

つき バレ エを はじ めと し た「 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 」 の取組みが始ま り ま し た。
目標は「 相模湖に常設の野外劇場」 を つく り 、 相模湖から バレ エを はじ めと する 芸術・

文化を 全国に発信する こ と で、 地域の活性化を 図る こ と 。
活動の中心と なっ ている のは相模湖商工会を はじ めと する 地元の経済関係団体、 自治

体、 地元企業、 地方公共団体等で構成する 「 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会」
実行委員会は、 2023年10月発足以来、 「 バレ エのま ち相模湖」 を 全国に発信すべく 、

「 バレ エ」 を 中心と し たさ ま ざま な事業を 展開し てき ま し た。

「 多目的な常設野外ス テージ」 実現と 地域活性化の本格始動！

2025年10月18、 19日。 実行委員会はその活動に共鳴し た神奈川県と 共催で相模湖畔に
仮設ス テージ設け、 「 相模湖 野外バレ エフ ェ ス ティ バル2025」 を 開催し ま し た。 当日は、
美し い湖畔を 背景に世界的なバレ リ ーナ上野水香さ んが舞う 「 ジゼル」 や「 白鳥の湖」 が
披露さ れ、 多く の観客を 魅了し ま し た。

そし て、 こ の「 野外バレ エフ ェ ス ティ バル」 の成功を 一過性のも のと し ないための取組
も 広がっ ていま す。

昨年11月、 相模湖商工会や相模湖観光協会等の地元の団体は連名で「 多目的な常設野外
ス テージの建設を 含めた相模湖公園の改修」 を 神奈川県知事に、 「 相模湖公園周辺の駅か
ら 相模湖公園に至る 道路環境整備等」 を 相模原市長 に要望し ま し た。

ま た、 2028年度を 初年度と する 相模原市総合計画の改定作業を 控え、 「 芸術・ 文化によ
る 相模湖周辺地域の活性化」 を 同計画に盛り 込んでいこ う と いう 地元の機運も 高ま っ てい
ま す。

「 相模湖周辺に再び賑わいを 取り 戻すため」 の様々なご意見

相模湖周辺を 再び老若男女が行き 交い、 集い、 楽し む地域と する こ と 。
私たちは、 今がそのための取組みを 一気に加速する チャ ン ス だと 考えていま す。
実行委員会では、 昨年の「 相模湖 野外バレ エフ ェ ス ティ バル2025」 の開催後、 「 実行委

員会への期待」 「 相模湖公園を 魅力的にする 方法」 について、 住民の方々にアンケート を
実施し ま し た。

アン ケート に寄せら れた意見の内容は、 実に多様で受け止める べき 主体も 多岐に渡っ て
いま す。 こ れら の意見には、 相模湖周辺に再び賑わいを 取り 戻すために必要な沢山のアイ
デアが埋ま っ ていま す。 そこ で私たちは、 いただいた意見を 「 行政」 や「 団体」 など 、 そ
れを 実現する ために主体と なっ て取り 組むべき ごと にま と めて多く の皆さ んと 共有する こ
と と し ま し た。

行政や団体におかれては、 し っ かり と 意見を 受け止めて今後の施策展開に繋げて下さ る
こ と を 期待し ていま す。

そし て市民の皆さ んにおかれては、 今後も 様々な場面で「 よ り 良いま ちづく り 」 に向け
て積極的に声を 上げていき ま し ょ う 。 そし て「 芸術・ 文化のま ちづく り 」 にぜひご理解・
ご協力いただき ま すよ う お願いいたし ま す。

1



芸術・ 文化のま ちづく り 調査アンケート

１ ． 調査対象期間： 令和7年11月19日～12月12日
２ ． 調査対象： 相模湖地区の一般住民
３ ． 調査方法： 相模湖地区自治会への全戸配布及びWEBサイ ト にてアンケート フォ ーム調査
４ ． 回収方法： 相模湖公民館、 千木良公民館、 相模湖リ フ レ ッ シュ センタ ー、 相模湖商工会、

相模湖観光協会での回収Ｂ Ｏ Ｘ 設置及びW EBサイ ト での集計
５ ． 回答者数： 104名 ※期日対象期間外は含ま ない

２ .《 回答者属性》

（ １ ） 年代

（ ２ ） 性別

３ .《 設問》 (各々自由記載)

（ １ ） 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会に今後、 期待する こ と は何ですか？

（ ２ ） 相模湖公園を も っ と 魅力的な公園にする にはど う し たら いいと 思いま すか？
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１ .《 調査概要》

２



４ .調査結果

ア） 質問① 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会に今後、 期待する こ と は何ですか？

３

※回答を内容毎に区分

（ １ ） 設問別・ 回答別構成率



４ .調査結果

イ ） 質問② 相模湖公園をも っと 魅力的な公園にする にはどう し たら いいと 思いま すか？

３

※回答を内容毎に区分

（ １ ） 設問別・ 回答別構成率



（ ２ ） 回答内容詳細（ 対応が期期待さ れる 主体別）

ア） 行政（ 県・ 市）

(a) 県立相模湖公園整備に関する こ と
・ 公園施設の修理等を 進めリ ニュ ーアルを 進めても ら いたい。
・ 公園ト イ レ の改修
・ 障がい者にも 過ごし やすい公園
・ 公園内にベンチ、 テーブルの常設化と シンボルの設置
・ 公園内に遊具の設置
・ 公園藍の遊歩道の整備
・ 公園の駐車場の拡大
・ 公園のW i－Fiやワ ーケーショ ン設備の整備
・ 駅から 湖畔ま で洒落た小路にし てわかり やすく し てほし い
・ ド ッ ク ラ ンがほし い
・ MORIMORRIと 共同企画し た湖を 活かし たアト ラ ク ショ ン
・ 子ど も や大人が利用でき る ス テージの設置
・ 駐車場の拡大と 整備
・ 駐車場の無料化
・ 暑い日でも 寒い日でも 過ごせる 屋根付き の設備
・ バス ケッ ト コ ート の新設
・ BBQ施設の新設
・ ト イ レ の増設及び整備
・ 営業時間（ 駐車場） の延長
・ 湖を 一周でき る サイ ク リ ングロ ード の整備
・ ハイ キングコ ース の案内板の増設やラ イ ト アッ プ
・ 公園内の机、 ベンチの増設

(b) イ ベン ト に関する こ と
・ 神奈川県と 相模湖の文化芸術のコ ラ ボ

(c) その他
・ 相模湖東の都内方面の入口の設置

５

※重複し た家件は、 ま と めて記載
※意見が各団体に重複する 場合はそれぞれの意見に記載
※個人等への意見はプラ イ バシー保護によ り 不記載

いただいた意見を実現する には、 行政をはじ め様々な主体が積極的にその役割を果たし ていただく こ と が求めら
れま す。 そこ でこ こ ではご意見を内容毎に区分し たう えで「 対応が期待さ れる 主体毎」 にま と めてみま し た。



イ ） 行政（ 市）

(a) 交通環境に関する こ と
・ 駅前、 国道十字路、 湖畔ま での歩道整備
・ 電車、 バス の増便や駐車場を 増やし てほし い
・ 各場所にあと 「 何Km」 と いっ た看板がたく さ んある と いい
・ 駅から 公園ま で藤野芸術村と コ ラ ボし た洒落た小路にし てわかり やすく し てほし い
・ 湖畔ま で行ける 交通手段がほし い
・ 周遊道路を 整備し 町を 活性化し てほし い
・ 市、 イ ベント 企画者と 連携し て交通等の環境整備を 行う
・ 湖が周回でき る よ う な道路整備
・ 電車の本数を 増やし てアク セス 向上を し てほし い
・ 湖畔入口付近に押し ボタ ン の信号機の設置
・ 駅から 交流センタ ーま での道路を 魅力的なも のにし てほし い
・ 湖を 一周でき る サイ ク リ ン グロ ード の整備
・ 高尾山ま での格安送迎バス

(b) 施設に関する こ と
・ 駅前を 素敵な空間になっ て降り てみたい駅にし てほし い
・ 相模湖ふれあいパーク を リ ニュ ーアルし てほし い
・ 大き く 立派な図書館を 作っ てほし い
・ 駅前ト イ レ を 改札近く に移設し てほし い
・ 駅前アーケード を 新し く し てほし い
・ 市民プールを 作っ てほし い
・ 駅前に喫煙所を 設けてほし い

(c) その他
・ 若い人が住みたいと 思う と こ ろにし てほし い
・ 住宅子育ての充実
・ 人口増加にも 力を いれてほし い
・ 道の駅のよ う な地元野菜や菓子類の販売
・ 診療所の統合やバス 減便への対応など 安心し たま ちづく り を 考えてほし い
・ 駅から 相模湖を 連想する 音楽が流れてほし い



ウ ） 相模湖商工会

(a) 商業活性化に関する こ と
・ 駅前商店街の再編成
・ 若者が集ま る よ う な人気店や美味し いグルメ 店等を 多く 誘致し てほし い
・ 町おこ し
・ 商店街の活性化
・ 湖畔商店街も 元気に明る く 接客を 希望し ま す。
・ 商店街にパン 屋、 カフ ェ など オシャ レ な雰囲気になればいい
・ コ ンビ ニがあり 、 仕事終わり でも 行ける よ う な時間帯営業を し てほし い
・ お店を 増やし て若者がたく さ ん来る よ う な街づく り
・ 駅から 湖畔ま で遠く 途中に休む店がない
・ 相模湖、 内郷、 藤野近辺に飲食店を 増やし てほし い
・ 人を 引き 付ける 商店と し てリ ニュ ーアルし てほし い
・ 商店街を 盛り 上げてほし い
・ オシャ レ なカフ ェ を 作っ てほし い
・ 夜遅く ま で営業し てる お店がほし い
・ 駅前にコ ンビ ニがほし い、 電車待ちやバス 待ちができ る
・ 新し いお店や飲食店が始めやすい環境づく り

(b) 施設整備に関する こ と
・ 音楽やダンス のス ク ールがあればいい
・ 多く 立派な図書館を 作っ てほし い
・ 湖の駅と いっ た商業観光施設の新設

(d) イ ベン ト に関する こ と
・ 企業が出資し てく れる よ う なイ ベント づく り
・ 足こ ぎボート 大会の知名度を 上げて全国に広げてほし い

(e) その他
・ 移住者に対し て通学通勤者の利便性を

６



エ） 相模湖観光協会

(a) 観光及び公園整備に関する こ と
・ 観光ス ポッ ト を 盛り 上げてほし い
・ イ ルミ ネーショ ンを 駅前から 湖畔、 MORIMORIま で繋げてほし い
・ 特徴的な看板があちこ ちにある と いい
・ W i－Fiやワ ーケーショ ン設備を 整備し てほし い
・ 駅から 湖畔ま で洒落た小路にし てわかり やすく し てほし い
・ イ ルミ ネーショ ンを も っ と 本格的にやっ てほし い
・ 湖畔回り の歩道の地図を SNSなど にアッ プし てほし い
・ 高尾山と コ ラ ボし て観光客を 呼び込む
・ バレ エのま ち相模湖と し て公園入口にバレ リ ーナの看板を 建てる
・ 公園内の喫煙ス ペース がほし い
・ ド ッ ク ラ ンがほし い
・ MORIMORIと 共同企画し た湖を 活かし たアト ラ ク ショ ン
・ 子ど も や大人が利用でき る ス テージの設置
・ 駐車場の拡大と 整備
・ 駐車場の無料化
・ 暑い日でも 寒い日でも 過ごせる 屋根付き の施設整備
・ バス ケッ ト コ ート の新設
・ BBQ施設の新設
・ ト イ レ の増設及び整備
・ 営業時間（ 駐車場） の延長
・ 湖を 一周でき る サイ ク リ ングロ ード の整備
・ ハイ キングコ ース の案内板の増設やラ イ ト アッ プ
・ 公園内の机、 ベンチの増設

(b) イ ベン ト に関する こ と
・ 地元の人が楽し める イ ベント を 計画し てほし い
・ 都心から 集客力のある イ ベント を し てほし い
・ 何かに特化し たイ ベント を 開催し てほし い
・ 地区での催し と 区別し た音楽フ ェ ス を 開催し てほし い
・ 劇団や手品ショ ーを 開催し てほし い
・ 相模湖地区がさ ら に認知さ れる よ う にニッ チな企画を し てほし い
・ 公園でマルシェ を 開催し てほし い
・ 焼き 芋フ ェ ス 、 肉フ ェ ス 、 鍋フ ェ ス など を 開催し てほし い
・ キッ チンカーなど 地域内外から 都会に一番近い相模湖と し て企画し てほし い
・ 子ど も 向けのイ ベント を 開催し てほし い
・ アーティ ス ト のラ イ ブを し てほし い
・ ラ イ ブ他多目的に利用でき る ス テージの設置

(c) 交通整備に関する こ と
・ 高尾山ま での格安送迎バス

(d) その他
・ 若者が集える 場所がほし い
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オ） 相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会

(a) PRに関する こ と
・ 紅葉の季節にイ ベント を 開催し てSNSで発信し てほし い

(b) イ ベン ト に関する こ と
・ バレ エ公演はも う 少し 手軽な値段にし てほし い
・ 子ど も たちや一般の方でも 自分の作品を 発表でき る 場にし てほし い
・ アイ ド ルのラ イ ブを し てほし い
・ 野外公演を 続けてほし い
・ 都心から 集客力の見込める イ ベント を 開催し てほし い
・ 公演における 会場づく り の配慮を し てほし い
・ 更にニッ チな企画を 続けてほし い
・ 都会ではでき ない小さ な芸術・ 文化のイ ベント を 開催し てほし い
・ 小中学生、 園児など も 体験でき る イ ベン ト を し てほし い
・ ゲネプロ から 観れる と いい
・ 相模湖地域で活動し ている 各種団体と 一緒にイ ベント を し てほし い
・ 地域住民に向けても っ と 格安で解説付き の公演イ ベント を し てほし い
・ 芸術・ 文化に食を 追加し たイ ベント を 企画し てほし い

(c) その他
・ 若者が集える 場所がほし い

カ） 地域住民ができ る こ と

・ 昔、 おじ いちゃん、 おばあちゃんが縁側で話を し て笑っ ていた。
そんな気軽に話せる 場がほし い。 そんな街にし てほし い。

・ 相模湖地域で活動し ている 芸能文化の市民団体を 一同に会し て発表会を 開催でき
たら 相模湖地域の活性化になる と 思いま す。

相模湖 芸術・ 文化のま ちづく り 実行委員会
委員長 小川 喜平
お問合せ： 実行委員会事務局 井川・ 小笠原
電話042-684-3347
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